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　当校へは、小千谷市中央を流れる信濃川左岸の23町内から、1，000名以上の子

どもたちが通学しています。学校から1～2kmの範囲内に住んでいる子どもが多く

いますが、中には3kmもの道のりを徒歩で、あるいはもっと遠くから路線バスやジャ

ンボタクシーで通学する子どももいる広域学区の学校です。地震後、11月8日の学

校再開に向けての最大の課題は、家屋の倒壊・崩落や地割れ・陥没などにより通学

路が寸断された中で、いかに子どもたちを安全に登下校させるかということでした。�

　安全な通学路の確保を図るために、「通学路マップ」を作成しました。全職員で3

日間をかけて行った町内単位の安否確認と、学級単位の訪問活動で得た情報をも

とに通学路の危険箇所の点検を進めました。同時に、市地震対策本部と連絡を取り、

避難勧告地域を確認したり、バス、タクシー会社に運行状況を確認しました。できあ

がったマップからは、通学に危険な状況が明らかになりました。�

　そのため、保護者や町内、警察、市教委などと連携しながら、2学期末まで全職員

が交代で登下校時に街頭に立ち、安全指導を行いました。�

　3学期が始まり、子どもたちは元気よく登校しています。教職員が、復旧工事の進

捗状況や積雪による通学路の安全を絶えず点検し、適切に街頭指導を実施していま

す。また、保護者への情報提供を適時的確に行うとともに、子どもたちの安全を確

保するために協力をお願いしています。�

　子どもたちの安全を第一に、信頼と安全の構築に努めながら全力で復興に取り組

んでいます。�
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　新潟県を代表する物故の写真家7人の代表作を一堂に集めて、初めて
紹介する展覧会です。会期中の土・日・祝日の午後2時より作品解説会を
行います。�

■3月5日（土）～4月24日（日）�
■10:00～18:00（観覧券の販売は17:30まで）�
■月曜休館�
　（月曜が祝日の場合は開館し、翌日が休館となります）�
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所蔵品チャンピオン〈近代美術館〉�7人の新潟の写真家たち�

第12回遺跡発掘調査報告会�

　県民の財産である美術館所蔵品の中から、大好きな作品に投票してみ
ませんか。投票は結果発表直前まで随時受け付けています。また、3月
19日にトークバトルに参加したり、その様子を観戦・審査してみませんか。�

■3月19日（土）14：00～［投票結果発表・トークバトル］�
■投票やトークバトルは、どなたでも参加できます。�

新潟県立近代美術館　長岡市宮関町字居掛278－14　TEL 0258-28-4111

　今年度に発掘調査を行った県内5遺跡について、その調査成果を報告
します。今回は三条市教育委員会との共催で、三条市内遺跡の調査成果
の報告もあります。�

■3月6日（日）10：00～15：00（遺物展示は9：00～16：00）�
■対　象 ： 小学生～大人　■申込み ： 不要（入場無料）�
■会　場 ： 三条市中央公民館　三条市元町13-1�
■問い合わせ先 ： （財）新潟県埋蔵文化財調査事業団　新津市大字金津93-1�
　　　　　　　　TEL 0250-25-3981

　7月17日に、水害に見舞われた三条へ、11月6日に

地震の被災地小千谷へ、中三の二男と出かけました。

始めは、「ボランティア」というより現地に行ってみた

いという安易な考えで出かけたのですが、三条の泥の

山・ゴミの臭気、必死で片付けをする人々の姿にそん

な甘さは吹き飛び、独居老人宅の泥さらいや床板洗い

をくたくたになるまでやってきました。この衝撃的な

体験は、のんびりやの二男に「何か自分にできること

があればやりたい」という気持ちを高めたようでした。�

　そのせいか、中越地震後、「ボランティアに行かない？」

と言い出したのは二男の方でした。まだ、暗いうちに

家を出て、被害のすさまじさを見ながら現地へ。小千

谷市総合体育館前での車の誘導が主な仕事でしたが、

一日中立ちっぱなしでがんばりました。二男は、私とは

別の所で、他県から来たボランティアの指示を受けな

がらやり通しました。�

　「人の役に立った」などという、大それた気持ちは全

くありませんが、親子共々自分の力を提供できた満足

感は残りました。帰りに、コンビニで買ったジュースで

交わした乾杯の味は格別でした。親としては、また二

男の方から「ボランティアに行こう」と誘ってくれるの

を楽しみにしています。�

※小学校、中学校、中等教育学校の前期課程
及び特殊教育諸学校の小・中学部の児童生
徒は、土・日・祝日は観覧無料です。�

※障害者手帳、療育手帳等をお持ちの方は観
覧料無料です。�

新潟県中越大震災の関係で11月発行予定を2月発行としました。�


